
　六ヶ所村読書愛好会が主催する第1回地域交流

会が2月25日、六ヶ所村泊地区ふれあいセンター

において開催され、当所理事長の島田義也が講演

を行いました。当愛好会は泊地区の会員を中心に

構成され、今回初めて地元を対象とした講演会を

開催したものです。

　講演は「こどものがん予防教育」と題して行わ

れました。子供のうちからの肥満が大人の肥満に

移行しやすく、そのまま歳をとるとがんになる可

能性が上がってしまう事などの子供に教えてあ

げたいがんの基礎知識に加え、大きな社会問題と
なっているコロナウィルス感染症に関する話題
やがんとウィルスの関係、ワクチンに関する話題
など、幅広い内容
にわたり、参加者
は真剣な眼差しで
聴講していまし
た。約60名の参加
者があり、大変、盛
況な会となりまし
た。
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　「福島第一原子力発電所事故から学ぶ環境放射

能研究」と題し、12月18日に六ヶ所村スワニーに

おいて福島大学、弘前大学と合同で地域交流セミ

ナーを開催しました。本セミナーは環境放射能研

究に携わる若手研究者を中心として、原発事故に

よって汚染された福島での研究とこれまでに

培ってきた青森県における環境放射能の研究成

果を共有し、今後の研究進展につなげることを目

的に開催したものです。

　基調講演では、福島大学の塚田祥文氏から「福

島大学環境放射能研究所と福島における環境中

放射性セシウムの変遷」と題してご講演頂きまし

た。講演では福島第一原子力の事故を受け設立さ

れた福島大学環境放射能研究所の国際的な連携

研究や教育機関としての役割の強化を進めてい

る現状や、現地における2011年事故後からの大

気、土壌、陸水、作物、野生動物、海水等における放

射性セシウムの変遷について報告がありました。

　また、環境研からは六ヶ所村再処理施設に関す

る環境調査や海産物、植物への放射性移行物質に

関する3課題の報告、福島大学から事故関連の放

射性物質の飛散や植物、作物中への影響に関する

5課題の報告、弘前大学から環境放射能であるト

ロンに関する2課題の報告が発表され、活発な議

論がなされました。悪天候の中、多くの方にご参

加頂き、大変有意義な会となりました。

六ヶ所村泊地区で地域の方々を対象に講演

交流セミナー開催案内
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環境研・福島大・弘前大の若手研究者による
　　　　　　　　　　　地域交流セミナーを開催

講演者の集合写真
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　環境科学技術研究所本館において2月17日、第
1回地域共創委員会を開催しました。本委員会は、
研究所がこれまで培ってきたノウハウや知識、人
材を地域での活動に活かすため　当所の研究者
に加えて村内の有識者にも委員となって頂き、意
見や助言をもらうために行うもので、当研究所の
新しい試みとなります。委員会ではこれまでの環
境研の取り組みについての説明や各委員からの

自己紹介、日頃感じている放射線に関連する疑問
やそれぞれが抱え
る課題などが出さ
れ、とても活発な
議論の場となりま
した。第2回は4月
に開催される予定
です。

トリチウムの内部被ばく線量に関する論文が掲載 

Scientific Reports(2021) に論文掲載　環境影響研究部　増田　毅　研究員
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地域の声を環境研の取り組みに活かす
地域共創委員会が開催されました

委員の集合写真

　トリチウム（放射性の水素）は自然界にも広く
存在する放射性核種で、大型再処理施設の稼働に
よっても排出されます。それに起因する周辺住民
の被ばく線量のほとんどは、食物中に入ったトリ
チウムを体内に取り込むことによるものと考え
られており、体内からの被ばく（内部被ばく）をす
ることになります。また、トリチウムは水あるい
は有機結合型トリチウム（OBT：炭水化物や脂質
などの有機物を構成する元素として存在）で環境
中に存在します。トリチウムの内部被ばくによる
被ばく線量を評価する場合、国際放射線防護委員
会（ICRP）の線量評価モデルを使用した“線量換算
係数”が使われていますが、このモデルでは一部の
体内での動きに関するデータがヒトの代謝デー
タに基づいたものではありませんでした。
　そこで、放射性のトリチウム（3H）の代わりに安
定同位体の重水素（2H）を使用した化合物と食品
をボランティアの被験者に投与し、ヒトでのトリ
チウムの体内の動きに関するパラメータを推定
するための実験を行いました。OBTとして摂取し
た後すぐに水(HTO)となり体外に排出されるトリ
チウムの割合は、日本及び米国の食品摂取状況に
従ったOBT摂取に対してそれぞれ68±15%及び

66±14%であり、いずれの場合も動物実験から定
めたICRPモデルの値(50%)よりも大きいことが分
かりました。それらの数値を用いて求めた線量換
算係数（それぞれ3.3×10-11 シーベルト/ベクレル
及び3.4×10-11 シーベルト/ベクレル）は現行の線
量換算係数（4.2×10-11 シーベルト/ベクレル）よ
りも小さかったことから、このパラメータに関し
てICRPのモデルは、より安全側に評価されている
ことが分かりました。
　 一方、脂質の栄養素の一つであるパルミチン酸
中の1ベクレルのトリチウムからの預託実効線量
は、被験者間で3.2～
35（×10-11 ）シーベ
ルト/ベクレルまで
変動し、大豆からの
それは1.9～18（×
10-11 ）シーベルト/
ベクレルまで変動
し、ある種の食べ物
では、ヒトによって
預託実効線量が変動
する場合もあること
が分かりました。 掲載論文
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